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技術の概要

３．技術の効果

　ジャイロプレス工法は、無振動・無騒音をはじめとした圧入原理の優位性に加え、杭先端特殊ビットに
よる最小限の切削のため、排土はほとんどなく環境に与える影響を最小限に抑えることができます。杭
の偏芯や変形が抑止され信頼性の高い高精度な完成杭を構築できます。
　また、玉石層や岩盤などの硬質地盤はもとより、転石や既設の鉄筋コンクリート構造物など地中障害
物も貫通して杭の圧入が可能で、圧入工法の適用地盤の範囲を飛躍的に広げた貫入技術です。

４．技術の適用範囲

・鋼管杭径φ500～2500㎜に適用でき、壁高10ｍを超える施工実績がある。
・玉石混り砂礫や岩盤などの硬質地盤や、鉄筋コンクリート構造物に施工が可能である。
・水上、傾斜地、狭隘地、空頭制限など厳しい施工条件下でも、ノンステージング工法との組み合わせ
　により、杭頭部を使用して杭の搬送・吊込み・圧入をシステム施工することで、仮設桟橋や迂回道路
　が不要である。
・杭配列、斜杭併用など経済的で自由な最適構造形式の選定が可能ある。
・河川護岸、道路擁壁、橋梁耐震補強、災害復旧工事などに適用できる。

２．技術の内容

５．活用実績

国の機関　148　件　（九州　10　件　、九州以外　138　件　）
自治体　　 457　件　（九州　13　件　、九州以外　444　件　）
民　 間　　 80　件　（九州　10　件　、九州以外　70　件　）
※上記件数は2021年度時点とする

インフラDX 　 安全・防災　 　維持管理  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

　私たちの生命と財産を自然災害から守り、快適で豊かな文化生活を提供してくれている道路、河川、橋
梁、堤防等の社会資本は、長年の使用による物理的老朽化や急激な都市化、社会情勢の変化による機
能的陳腐化が進み、多くは「目的」「機能」「設置場所」の見直しが急務となってきています。
　しかし、これらの社会資本の多くはコンクリート構造物であり、その解体、撤去や機能の付加は極めて
困難な状況下にあります。その大きな要因は、もともと解体を想定していない構造であることと、急激な
都市化による周辺施設の過密等によって、工事に厳しい制約条件が課せられるようになったからです。
この問題を、新たな施工方法と構造物コンセプトで解決したのが「ジャイロプレス工法」です。

　ジャイロプレス工法は、既存の地中構造物を撤去することなく、基礎部分と躯体部分を一体化した構造
部材として先端リングビット付き鋼管杭を、回転切削圧入により地中に貫入させる工法です。これは、30
年以上の実績を持つ「圧入原理の優位性」を駆使し、周辺環境や地域経済に影響を与えることなく、「建
設の五大原則」に則り構造物の再生や機能強化を可能にした工法です。

１．技術開発の背景及び契機
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